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序 文

市浦村教育委員会

教育長柏谷秀一

十三湖中島遺跡は、昭和59年に第一次発掘調査を実施し、遺物と遺構を検出しま

した。

今回は第二次発掘調査であるが、主として当中の島のC地区・中央区を対象とし

て発掘調査を行ったのであるが、柱穴群が検出され、当中島地区には、中世および

古代において建造物が所在したことが明らかになりました。

云うまでもなく、当市浦村には、安東一族の遺跡が数多くあります。

当村では「過疎地域活性化プロジェクト事業」の一還として「十三湖・中の島公

園施設整備事業」を実施しており、｢安東文化の古里づくり」をすすめております。

すなわち史跡型観光地の整備中であります。

これらの当村における重点事業をすすめるにあたって、その事前調査としての発

掘調査でありますが、発掘の結果については、後述するとおりでありますが、当中

島遺跡には、既述したとおり遺構群が所在することが明らかになりました。

当村では、この遺跡を保存しながら、史跡型観光地の造成に努力をつづけており

ます。

調査に当られた各位に感謝申上げるとともに、史跡の保護に万全を期す次第であ

ります。



言
ロ例

1 ．本報告書は、青森県北津軽郡市浦村教育委員会が、昭和60年度に実施した「十

三・中島遺跡」第二次発掘調査の記録である。

遺跡は、青森県北津軽郡市浦村大字十三字土佐1－80．81番地に所在する。な

お第二次調査は、昭和60年4月1～6日、および、 8月5日～16日の2回、すな

わち、春・夏に分けて、 B地区～C地区、中央区で実施された。 （第2図参照）

2．本遺跡は、昭和路年度に早稲田大学桜井清彦氏が豊島勝蔵氏とともに調査され、

桜井清彦氏が設定された「東北北部の土師器型式→第一型式」の基礎資料の一部

となった土師器が出土した重要遺跡である。

3．本遺跡の発掘調査において「地学」に関する事項は、川村真一が担当総括した。

またセクシヨン原図は後掲した各調査員が担当した。

4．発掘にかかわる記録は、山川夏子・佐藤美香が担当、図面のトレースは菊池由

紀子力Ⅶ当した。またレベルの移動等、測量は市浦村役場建設課員が担当、設営

・資材等は、教育委員会職員が担当した。

5．他の一切は新谷雄蔵が担当執筆したが、青森県教育庁文化課員の助言・御指導

を賜わった。ここに記して謝意を表する次第である。

6．出土遺物はなかったが、柱穴状ピットの遺構が検出された。このことから中島

に、遺構が存在することが確認でき、その性格、規模等は今後の研究に期待され

る。
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[c地区トレンチ配置図（基本図)] S-－瓦－0－『 第4図
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[D地区、十三湖中島東南岸地域基本層序図〕 第5図
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[C地区十三湖中島西北岸地域基本層序〕 第6図

I 表 土 10～13cm

Ⅱa 榿色粘土 13～25cm

Ⅱ

6

Ⅱb褐色中～粗砂2～7cm

Ⅱc 青色粘土 5～18cm

吉灰色中砂

Ⅲ

－6－



〔十三、中島、中央区基本層序図〕
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[C地区各トレンチ、セクション図〕その1 第11図－1
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第11図－2(C地区各トレンチ、セクション図〕その2

(P.L5－⑥参照）
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第11図－3
[c地区各トレンチ、セクション図〕その3
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第11図－4[C地区各トレンチ、セクション図〕 その4
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第11図－6[c地区各トレンチ、セクション図〕その6
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〔十三・中島遺跡出土、土師器． （擦文土器） 〕 第12図

(ア） (イ） (ウ）

①考古学雑誌40巻1号より模写

（アーキ）はセットである。

肌

）

①D-10区出土（擦文土器）①

① 19.2cm

ｰ
② 15.0cm

~~～
↑

→

29.0cm

0↓ ←

、 0．5～().6 、

ー

7.2cm
(図

6.6cm (図上復原新谷）
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P.L1

〔発掘メンバーとスナップ〕

☆4月の発掘隊メンバー

☆8月の発掘隊メンバー

☆C地区発掘スナップ

(○東方より）

－19－



〔発掘後のB地区のようすと直前のC地区のようす〕 P.L2

鑑
諏
籟
蓉

玲
暉
弓
、
睡
口
『

縊
恐
…
溌
鍔

Ｌ
ｘ
ロ
ロ
凸
魚

心鑓》謬恥塞功口、、餌⑪撫竃簿轄

4群｡雨ｲ ビJL

☆発掘後のB地区

靜挿や

罰

(○東方より）

』鞠ゞ

F,f･角熱 FJ喝]n％

･墹智よ り〆 も懐雰
咋rにf 口揮ロロ

品洋銀長

唇 託F齢

〆哩も普凸鳴喝､角踏む
]好ふち□母rもちげげ⑪

｡‘Fげぷ叫段慈母､兄
廷』“騨睡ざ｡ 邑迂n
F ､函LFL率も唇母芯凸

f F1中qn神n口零F

群

☆発掘後のB地区
喝

4吋

暮 』

(○東方より）

☆発掘直前のC地区のよ

うす

(○南東より）

－20－



[c地区の発掘直前のようす〕 P.L3

☆A・Bトレンチ遠望

(○東南より）

蝋 鱗
鶴

…

蕊興
？

妊唖鐸轟母ｂ蝿喝串。。獣℃伊哩□ＦＪｒ必叡哩鯨操Ｐ酔郡

Ｆ
い
む
、
ザ
、
泳
脅

口
喝
喝
鈴
勤
緯
角

舟
版
も
叡
溌
。

ｕ

蛭

馥

毎

お

§

。

撚
司
幽
筑
魂
誌
鑑
鏥
錘

Ｊ
玲

哩
等
千
Ｊ
電
電
》
錨

に
ｒ
帝角

弥
口
Ｊ
Ｌ
岩
坤
心

弾難蕊
馨唖巧母鳴

＃鐺;‘
､功口蝿⑪

'零$鍛
守｡心鵡
F司司J、

識：

☆A･Bトレンチ北部付

近の遠望

月心毎喝

弍蕊

溌
飼

(○東南より）

☆Cトレンチ付近のよう

す

撚

(○南東より）

蓉

－21



春の調査(S60.4

〔トレンチの状況〕

l～4.6)-P.L4～P.L16

その1

P.L4

①

☆AトレンチI区2のよ

うす

（西壁）

②

☆AトレンチI区3のよ

うす

（東壁）

(※以後AtrI･ 3の

ように略記する｡）

③

☆Atrl ･ 5のようす

（西壁）

－22－



〔トレンチのようす〕 その2 P.L5

④

☆Atrm･ 2のようす

（東壁・北壁）

（○南西より）

⑤

蕊
麺鞠蛎5欝澪…雌

☆AtrⅢ・ 5のようす

（東壁・北壁）

(○東南より）

韓

蝉

撫患⑥
“

…

※ (C地区基

本層序を作

成する｡）

☆Btrl ･ 1

のようす

(西壁・南壁）

(○北東より）

←褐色中～粗

砂層が間層

としてある

－23



〔トレンチのようす〕その3 P.L6

鍔零鼠脅霞蕊蕊蕊…
“強き唖 』 唖津 己

(Z)

☆Btrl ･ 3

のようす

(東壁・北壁）

※褐色中～粗砂

層はない。
(○西南より）

⑨

篭

⑨

☆Btrm･ 1

のようす

（西壁）

(○東南より）

5のようす

※約40cmの深さ

で湧水する。

－24－



〔トレンチのようす〕 その4 P.L7

、

☆Btrm･ 2のようす

（東壁・北壁）

(○南西より）

(11

蕊蕊
蝉

⑫

☆BtrV･ 1のようす

（西壁・北壁）

(○南東より）

－25



〔トレンチのようす〕 その5 P.L8

⑬

Btl、V･ 2のようす

（東壁・北壁）

(○東南より）

☆BtrV･ 3のようす

（東壁・北壁）

(○西南より）

⑮ “雰繁篭蔑蕊溌"霞琴奄恥甚錘§鉾;…

鴬
j

蕊蕪蜂､篭審§識

篭鴬
躍齢

☆BtrV･ 5のようす

（西壁）

(○東南より）

－26－



[トレンチのようす〕 その6 P.L9

⑯

☆Ctrn･1のようす

（北壁・南壁）

（○西南より）

⑰

WLwi"
⑱

☆CtrI･ 5のようす

（○西南より）
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〔トレンチのようす〕 その7

⑲

☆CtrW･ 1のようす

（北壁・南壁）

P.L10

舞溌鐸蕊燕慰録息§…議息蕊議鶏

(○西南より）

⑳
踊亀f器癖里騒篭卑蛾轡璽鹸虫刮を空軍典

…

☆CtrW･ 3のようす

（北壁・南壁）

(○南西より）

噛
澱
聯

弼
甥
晋
鶇
鍵：》

》
零
Ｌ
鍔
逢

蝿

『

羅

詮

溌
溌

》

讃

、

轍

奄
男

画
趣
雫
幻
韻鐘

癖

蝿

、

課

司

》

謹

鳥

》

毎

口

蕊

》
和
率

舞
峰

》

》

一

零

齢

轟

》

恥

鐸

》

蛤

典

Ｕ

琿

司
蝉
》

⑳ 鴬

☆CtrW･ 5のようす

（北壁・西壁）

(○南東より）
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〔トレンチのようす〕 その8 P.L11

⑳

☆CtrW･ 5のようす

（西壁・北壁）

錘

錘

(○西南より）

一、や詮蛍
奄

塞

卑癖
《⑳

☆Dtrn･1のようす

（南壁・北壁）

(○西南より）

"

☆Dtrl･ 2のようす

（南壁）

(○西南より）

－ワQ－
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〔トレンチのようす〕その9 P.L12

⑳

☆DtrⅢ。 lのようす

（東壁・南壁）

(○西南より）

⑳

☆Dtrm･ 3のようす

（東壁・南壁）

(○西南より）

浦少謁

⑳

☆Dtrm･ 5のようす

（北壁・南壁）

(○西南より）
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〔トレンチのようす〕 その10 P. ln13

⑳

☆EtrW･ 1のようす

（北壁・東壁）

(○南西より）

⑳

☆EtrW･ 3のようす

（東壁・南壁）

※Eトレンチ（防砂林に

近くなると、粘土層は

ない｡）

(○西南より）

⑩

☆EtrW･ 5のようす

（東壁・南壁）

(○西南より）
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〔トレンチのようす〕 その11 P.L14

⑪

☆中央トレンチのうち南

トレンチのようす。

（西壁）

（○東より）

⑫
潮:麓蕊鼠…篭魚鐸

☆中央トレンチのうち南

トレンチのようす

（西壁）

(○束より）
ア漣 ミ , くぶ学 ×塗

識
…

⑬

☆中央トレンチのうち北

トレンチのようす

（西壁）

(○束より）
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〔トレンチのようす〕 その12 P．L15

☆CtrW･ 3の榿色粘土層と砂丘砂の流れ

⑭

溌
踏
零

鍵

（
南
よ
り
）

密

陸

地

轄

鑑

唾

等

溌
鱗

#篭

⑮

（
西
よ
り
）

☆CtrVI ･ 5の榿色粘土層と砂丘砂の流れ
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〔トレンチのようす〕 その13 P．L16

☆中央トレンチ南トレンチのようす（東南より）

⑳

“ 沖E開

⑰

蕊

☆中央トレンチ北トレンチのようす（東南より）
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夏の調査(S60.8.5～8.16)-P.L17～P.L28

〔トレンチのようす〕 その1

P.L17

(1)

☆発掘区の松林の状況

（中央区）

②

⑥

☆trlのようす

(○南西より）

のrー

－．0



〔トレンチのようす〕 その2 P.L18

④

☆tr2のようす

（砂丘砂は南が厚い）

(○北西より）

⑤

☆tr3のようす

(○南西より）

蕊
⑥

☆tr4のようす

F d

(○西南より）
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〔トレンチのようす〕 その3 P.L19

⑦

☆tr5のようす

(○西南より）

⑧

☆tr6のようす

(○北西より）

誰､

驚灘

鶏蕊
⑨ 繩識

魂 鍵
蒜
泌
鼠

華
＃

溌

串
，
⑪ 群

蝉

☆西tr3のようす 蕊
：拳零噌蘂謬、b~

蝋雷 溌露

錘驚曾鍵謹講
癖

鍔

蕊
謡唾串

蕊騨
蕊

惑蕊謡:鞠類？鰯織溌溌 鑑

麓‘

(○北西より）

鷺饗幾

誤営

登瀞評毛鑿
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P.L20
〔トレンチのようす〕 その4

誰騒烹

蕊譲 癖
鑑
騨
鍵
３
窪

鍵溌議⑩
蕊

霧

☆西tr4のようす

溌認
識

輻鐸

､:議
縛蕊
』詩蕊醸

塞凌

蕊蕊鱗
忠撫誇

簿
蕊
獺
蕊

織
辮

率

謡
蠣
”
》霧牽 蕊簿“驚き

窪撃

銅閣

(○西南より）
為

溌蕊認蕊
…

母睡

蕊醗識鑑

⑪
零

垂露

☆西tr5のようす

(○北西より）

⑫

☆西tr6のようす

(○西南より）
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[tr2西壁層序〕

⑬

P.L21

☆tr2西壁南側の層序の

ようす

⑭

☆tr2の西壁北側の層序

a

b

⑮

☆同上のつづき
C

（※b bはつづく）
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〔トレンチのようす〕 その5 P.L22

⑯

☆西tr5近景

⑰

☆DX,-Eグリット

のようす

(Pit8が見える）

(○南西より）
蟻 §鍛識蝉誕

☆D11のようす

(Pit8 ･ 9が見える）

(○南西より）
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〔柱穴状ピットとスナップ〕 その］ P.L23

⑲

☆D-11、PitlO･ 11の

ようす

(○南上方より）

⑳
蕊議

鴬
謎

☆DXl lの発掘スナッ
讃

鯉

(○南西より）

⑳

☆西tr6発掘スナップ

(○南西より）
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P.L24

☆D 11のスナップ ⑳

〔スナップ〕 その2

⑳☆DX1 Gグリット発掘スナップ．

⑳ ☆D 11のスナップ ☆D-llのスナップ°

⑳
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P.L26〔柱穴状ピットのようす〕 その2

⑳

☆DX,-Bグリット

のPit7のようす

⑳
鳶” 激

☆DX,-Cグリット

東方のPit9のようす

鵜 蕩
嚥
皇

一
癖
癒
碕
ｎ
寺
群
，

蝿

半
誇
心
㈱
愈
訣

麓§⑪

L感
､鴬

識

☆DX,-Fグリット

のPitllのようす

鮎
玲稗

蕊

凸海讃

錘

紺
鎧灘，

患

墓で
鍔

詮
迅

醗露:蕊

蕪
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〔柱穴状ピットのようす〕 その3 P．L27

⑫

☆DX1 Hグリット

のPitlOのようす

⑬

Gグリット☆DX,

のPitl2のようす

（未完掘）

⑳

☆同上完掘のようす

鷺

〆
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〔柱穴状ピットのようす〕 その4 P.L28

☆D-11区のPit8 ･ 9

のようす

☆D-11区のPitl2のよ

うす
鷺簿

鍔
熱蕊

霊凝議綴
準

☆， 11区のPit13･ 14

のようす

謬溌識
竃

雛零
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[I]発掘要項と調査参加者

〔一j春の調査（4月1日～6日）

1 ．発掘主体者

青森県北津軽郡市浦村教育委員会

代表 教育長 柏谷秀一

主管 社教係長成田義正

派遣社教主事 工藤 明

☆期間昭和60年自4月1日至4月6日

2．発掘担当者

日本考古学協会々員 新谷雄蔵

3．調査員（地学担当）

日本地学教育学会々員

川村真一

調査員（発掘担当）

北奥文化研究会々員 太田文雄

小山英治

菊池由紀子

4．補助調査員

青森職業訓練短大生 佐藤美香

五所川原工業高校生 太田竜哉

5．調査協力員 6人

〔二〕発掘面積・発掘法等

1 ．位置（第1図）

青森県北津軽郡市浦村大字十三字土佐1－80．81番地（中島）

2．発掘面積440㎡

○A地区昭和58年度調査＝（36㎡）

○B地区（2×4）×3×5＝120㎡

○C地区（2×4）×3×11＝264㎡
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（2×18）＋（2×10）

＝ 56㎡

○D地区昭和58年度調査＝(193.5㎡）

○E地区 〃 〃 ＝（ 10㎡）

発掘法 トレンチ法による。3

〔Ⅱ－］ 〕発掘日誌抄

◎4月1日 （月） 天気晴

発掘第一日である。午前8時別分、教育委員会前へ集合し、簡単な打合わせを行

う。その後現地へ向う。テントを張り発掘準備をする。

本日は快晴なるも風強く寒い日である。

○中島全体を、A･B･C･D．E区の5区に分ける｡(これは、昭和58年度の第一

次発掘調査の際からの区分であるJ→（第2図）

すなわち、中島の保安林の無い一周を（第2図に示すとおり区分した。そして中

央部を占める保安林地帯は「中央区」として後日考えることにする。

・今回の調査は、B地区･C地区を中心とし、特にC地区に発掘の主力を置いた。

[B地区j→第2図に示すとおり、(4m×別m)のトレンチを5本設定し、杭打ち

後テープ張りを行う。草木は未だ生えないため作業は順調である。

西より順に(B-1 B-2 ･B-3 ･B-4 ･B-5 ) トレンチと呼ぶことに

する。

各トレンチに作業員・調査員を配置し発掘にかかる。午前で第1層を掘り上げる。

第1層は、水分を含みやわらかくて作業は速い。

各トレンチとも午前で第1層を終る。

午後より、 Ⅱ．Ⅲ層へ掘りすすむ遺物の出土はない。

◎4月2日 （火） 天気晴

午前8 ：釦作業開始、今日の作業は、B地区の完掘とC地区のトレンチ設定であ

る。

B地区のⅡ層は榿色の美しい粘土である。おそらく水面下に堆積した粘土と考え

られるもので水平に堆積している。
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B地区は、B－1 ．B－2 ・B-3 ･B-4 ･B-5トレンチとも午前で第Ⅲ層ま

で掘り進む。

第Ⅲ層は、青色砂層で、少なくとも6～7000年以前の縄文海進期の堆積である。

発掘は第Ⅲ層で中止する。

その理由は、土師器または擦文土器、中世遺構は包含されない層であると判断し

た。

午后よりC地区のテープ張りと杭打ちにかかる。この地区も雑草や木がなく作業

は楽にすすむ。

[C地区」

○C地区は、北西より東へ、A・B・C．D.Eのトレンチを西南より北東へ4m

X20mとして設定する。 （第4図）

さらにトレンチ内に小トレンチ1 ． 3 ． 5を設定し、この1 ． 3 ． 5を掘ること

にする｡(呼び方は、例→AI3区とする｡)すなわち、C地区AトレンチI区3小区

の意である。

このように小区を掘ることに決定したのは遺物が出る地層とは認め難いからであ

る。

作業は、AトレンチI･Ⅲ区、BトレンチI ．Ⅲ.V区の順で行うことにする。

本日午后はAI･AⅢの発掘を行う。この1 ･ 3 ． 5小区では第Ⅱ層下位で湧水

する。

◎4月3日 （水） 天気晴

今日も浅春の風は寒い。本日の作業はBトレンチI ･m･v区である。

BトレンチI区－1 ． 3 ． 5小区より発掘する。この区では第Ⅱ層の中間に「褐

色中～粗砂層」→Ⅱb層が2～7cmの厚さで介在している。この層で第Ⅱ層が上段

(na)下段(Hc)の両層に二分されるようである｡(第6図P.L5-6参照）

このⅡb層は、Aトレンチ（以下Atrと略記する｡) I-3、 Ⅲ－1 ･ 3、Btr

Ctr－Ⅲ、Dtr－Ⅲにおいても観察される。

今日は予め設定してあるレベル原点の標高を測定する。すなわち、標高90cm～78

cmの低湿一旧・M1-0.90伽、B･M2-0.787mj－地である。午后4 :00作

業を終る。松林の中の残雪は一日毎に消えていく。みちの<の春は近い。
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◎4月4日 （木） 天気曇風強し

今日の作業は、 CtrⅡ．Ⅳ．Ⅵ区の発掘である。芦ガヤを刈り発掘にかかる。Ⅵ

区はⅡ層で湧水する。層序はⅣ区で、第Ⅱ層と砂丘砂がⅡ層上で互層をなしている。

多分砂丘の裾であろう｡A･B・Ctrとも湧水し潮位によってその高さが異なる。

◎4月5日 （金） 天気晴

今日も浜風が寒い。本日の作業は、D･EtrⅡ．Ⅳ．Ⅶ区の発掘である。

今日は発掘と併行してA・B・Ctrのセクション図を作成する。

また、中央トレンチを設定し、 トレンチャーにより掘り込みを行う。掘り込み終

了後セクションを整理する。

A・B･C．D･Eトレンチとも、遺物の出土は皆無である。

セクションを観察すると、CtrⅣ区1小区および同3小区において、砂丘砂と第

Ⅱ層(na) との互層を若干認める。

また、 EtrⅦ区は､第1層（表土）が厚い、 この層はD地区（昭和58年度調査）

の表土に近似し灰白色中砂～細砂の混入が認められる。

◎4月6日 （士） 天気晴

発掘最終日である｡B地区各tr,およびC地区各trのセクションポジションを整

理、排水を行い写真撮影をする。

また、分担してセクション図を作成する。

午后は、テープ、杭をとり発掘面を清掃し作業を終了する。十三湖を渡る風は今

日も強い。

（新谷記）
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[n] 発掘日誌抄

［一〕夏の調査（8月5日～16日）

1 ．発掘主体者 既述の春の調査に同じ。

主管・担当係 〃 〃

☆期間昭和帥年8月5日～8月16日

2．発掘担当者日本考古学協会々員 新谷雄蔵

3．調査員

（地学担当） ○日本地学教育学会々員 川村真一

（発掘担当） ○北奥文化研究会々員 太田文雄

〃 ○〃 〃 小山英治

〃 ○〃 〃 長沢秀夫

〃 ○〃 〃 桜井有一

〃 ○吉森県文化財パトロール指導員小山内哲治

〃 ○北奥文化研究会々員 山川夏子

4．.補助調査員

○吉森職員訓練短大生 佐藤美香

○県立五所川原工業高校生 太田竜哉

○五所川原第四中学校 蒔田

5．調査協力員

○山内いつ・角谷ちよめ・秋田谷節

○工藤 操・佐々木まさ子・田中トキ

○三和チセ子

上〕発掘面積・発掘法等

1 ．発掘面積（中央区）→（第2図参照）

○trl ～6=(2×10) ×6-120nf

○西trl ～6-(2×10) ×6=120nf

○DX1区 =A・B・C.D.E.F・G．H-142.08nf

○D-11区 =(A.B．C)=約50nf

☆合計約 ＝432.08㎡
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(このうち、 DX1 ･D-11は第一次調査の分の再発掘を含む｡）

2．発掘法 トレンチ法・グリット法による。

〔Ⅱ－2〕発掘誌抄

◎8月5日 （月） 晴後曇

AM8 :30市浦村教育委員会へ集合、簡単な打合わせの後現地へ向う。

本日の作業は次のとおりである。中島遺跡の中央区に東西・南北に基準線を設定

する。

南北基準線の東側に第1～第6トレンチを設定、第6トレンチより発掘にとりか

かる。

本日の発掘は、第6～4トレンチを設定し掘り下げを行う。(以下､tr 6～4と略

記する｡)

tr4， 1区(2×10のトレンチの南半5mを1区とするJにおいて径1mの円形

プランの白砂落込みをI層下で検出するも、掘り下げは後日とする。

第1日の作業は､tr 6～4で終了するも遺物は無い。

◎8月6日 （火） 曇後雷雨

AM8 :30現地集合、本日の作業は次のとおりである。

tr3 ． 2の掘り下げ完了するも遺物の出土はないotr 1 ． 2のトレンチを設定す

るも次第に雨が強くなり雷雨となる。残念ながら午前で作業を終了する。

◎8月10日 （土） 晴後曇小雨あり

AM8 :30作業開始、本日の作業､tr lの掘り下げ完了､tr 4-1区で検出し

た白砂のあるピットを掘り下げるも松を抜いた穴と見られる。

DX1区の第一次調査で検出したグリットを掘り上げる｡(pit 5 ･ 6 ． 7)→グ

リットをA･B･C・D－（第3図参照）

新しくグリットE、F・G．Hを設定して掘り下げを行う。このE～Hグリット

の設定は､pit5 ･ 6の間隔を計り推定で設定した。

その結果、FグリットⅣ層上面（灰白色中粒砂層）→第5図参照一でpitllを検

出、 またGグリットⅡ層上面でpit l2を検出する。

鰺ケ沢町中央公民館長、東北学院大学生見学に来る。
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◎8月11日 （日） 晴

AM8 :30作業開始、本日の作業はつぎのとおりである。

trl、西trl ． 3掘り下げ完了、午后より西tr4の掘り下げを行う。

また、 Dx ,東側に6×4mのグリット、およびその東側に2×4mのグリット

を設定し、 それぞれグリットE、Hとする。午后さらにE.Hグリットを拡張する。

この拡張区よりpit . 10を検出したためである。

D-11では、第一次調査で検出したpit 8 ･ 9， 10． 11を掘り上げ､それを拡張す

る。 さらに松をさけて拡張する｡(B)pit l2を検出､また南側拡張区(c)よりpitl3･

14を検出する。 また北側拡張区では、小方形落込みも検出する｡(第10図参照）

◎8月12日 （月） 晴

AM8 :30作業開始、本日の作業は次のとおりである。

。D-11区北拡張区(B)､南拡張区(C) をさらに拡張する。新柱穴状ピットの検

出はない。

また、西tr6のトレンチを検討するも東西に伸びる砂丘は自然のものであると判

断する。

D_11区でpit 7こ､Dxl区でpit 8こを検出する。遺物の出土はない。

◎8月15日 （木） 晴

本日の作業は、セクション図の作製と実測図の作製、およびレベルの測定である。

午前で発掘区の清掃を行ない午後より、 D-11区､D× ］区､および各トレンチの層

序を再検討する。

遺物の出土はないが、検出した柱穴状ピットは、第Ⅱ層上面のもの、D-11区pit

8 ． 9 ． 10．11．12． 13． 14、すなわち全部のpitが第Ⅱ層より掘り込んでいる。

D× ，区では、 pit 7 ． 9 ． 10． 12が第Ⅱ層より掘り込んでおり､他のpit 5 ． 6･

8 ． 11は第Ⅳ層より掘り込んでいるものである。

このことから第Ⅱ層（黒土層） に一生活面があり、 また、第Ⅳ層（灰白色中粒砂

層→灰状物質層） に、いま一つの生活面があることが認められる。

◎8月16日 （金）鰯，晴

AM8 :30発掘最終日である。前日につづき実測図、セクション図の作製をす

すめる。

また、写真をとり、発掘区を清掃し、作業を終るも、市浦村で開催される北奥古

代文化研究会の見学に備え、ピットを保護し埋めもどしは後日とする。
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ﾄの対応関係の問題、 ピッ今回の発掘では遺物はない。しかし15この柱穴状ピットの対反

トの性格の問題等残された問題が多い。

しかし、遺構は､D－，,、Dxl区に集中している。これらを含1

構築物の遺構群が二つの生活面に所在することは確実であろうo

これらを含む中島西南部一帯は
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[Ⅲ〕地形と地学的環境

1 ．位置・地形（第1図）

「中島遺跡」は、津軽十三湖の北西部に位置する小島「中島」に存在する。

十三湖は、津軽平野の北端にあり、湖の北西部で浜提状砂丘間に僅かに通じた水

道により日本海と連絡している。湖の面積は干拓の結果、現在は約17.7hIfである。

流入河川の主なものは岩木川で他に山田川、薄市川、今泉川、相内川などがある。

湖の深度は最深部で3m、平均水深約1.5mと浅い。外海と通じているので汽水

性を示す。

中島は周囲約2.3畑､面積約10万平方米で北北東方向に長軸をもつ長楕円形をした

小島である。島の西側一帯は標高1m以下の低湿地を形成しているのに対し、東半

部は平均標高1.8mとやや高く、低いながらも砂丘を形成し、松の植林地となってい

る。最高所は島の南端部で標高2.40mである。東半部の湖岸は1.5m～2mの急崖と

なっている。

東側湖岸の南端と北端では、沿岸流の堆積作用により砂噴がそれぞれ南方および

北方に成長している。

2．地質および層序（第5 ． 6 ． 7図）

a. D地区基本層序（第5図、第5図-X)

島の西半部は、泥質砂よりなる低湿地となっているのに対し、東半部は北

西の卓越風による砂の堆積のため、高さ1.8～2.0mの砂丘を形成している。黒

層を被覆する砂は、東岸北部一帯は40cm～80cmであるが、東岸南部ほど厚く、

2mをこえる。最高所が島の南東端にあるのは､北西風による砂の堆積の結果

と考えられる。 と

東岸のD－， トレンチで得た基本層序は､第5図のとおりである。各層の特徴

の概要を次に述べる。なお､Dxl地区の層序も同様であるので同地区の特徴に

ついてもふれておく。

☆D地区、十三湖中島、東南岸地域基本層序（第5図）

。I層（表土）
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灰白色の中砂～細砂で厚さは40cmであるが、南部程厚くなる。

。Ⅱ層（黒色士）

黒褐色の砂土で腐植は殆んど含まない。淘汰のよい細砂が主体である。

。Ⅲ層（褐色粗砂層）

粗砂約80％を占め、中に2～3mmの細礫を含む。遺物包含層である。またDxl

地区では下部に10cmの細礫層を含む。

。Ⅳ層（灰白色中砂層）

本層を一応中砂層としたが、粗砂分もかなり多い。Ⅲ層とは色調のほか、細礫

を含まないことで区分した。

本層の最下層には厚さ1～2cmの灰状物質と思われるものが混入した層がある。

Dxl地区では､本層が12cmとやや厚い。また、本層の直上には厚さ7cmの暗褐

色粗砂層がある。

。V層（含礫褐色粗砂層）

主体は褐色の粗砂で約80％を占める。本層上部には厚さ18～27cmの細礫層を3

層狭在している。この層以外にも、 2mm～5mmの中礫が点在している。

。Ⅵ層（褐色礫層）

地下水面ないしそれ以深に存在するため赤褐色を呈する。根毛まじりの赤褐色

細礫層で中に3～4mmの中礫、まれに4～7cmの礫を含む。

b. C地区基本層序（第6図）

中島の東半部は北西の卓越風による砂の堆積のため、高さ1.8m～2.0mの砂丘

を形成しているのに対して、西半部は、泥・砂からなる低湿地帯となっている。

春の調査地域は西半部の低湿地部分である。

A.B、C地域の各トレンチから得られた資料から作成された基本層序は、第

6図のとおりである。各層の特徴の概要をつぎ述べる。

☆C地区、十三湖中島、西北岸地域基本層序（第6図）

。I層（表土）

泥質の黒色土で草根が多い。厚さは10～13cmとほぼ一定している。

。Ⅱ層（粘土層）

下部は青色粘土層、上部は榿色粘土層である。上部と下部粘土層の間には場所
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によって2～7cmの砂層を狭む。

上部粘土層をⅡa層、挾在する砂層をⅡb層、下部粘土層をⅡC層とした。

○Ⅱa層（榿色粘土層）→腿褐色粘土を主体とし、その中に榿色粘土が混在する。

粘土の中には、 まれに0.5m位の石英粒がみられる。

草木根などの植物の遺体が多く、環流のない停滞水の状態にあったものと考

えられる。

○Ⅱb層（中～粗砂層)A-I ･Ⅲ、 B－I ・C－Ⅲ.D－Ⅲ地区に局部的に分

布する。

本層は褐色を呈し、石英、かんらん石粒といった鉱山岩、頁岩のような岩石

粒も多い。砂粒間には泥質物が充てんされている。

調査地域のほぼ東西方向に通した中央トレンチ断面では、本層は東から西へ

向って尖減しているのが観察される。

本層と砂丘砂とを肉眼的に比較観察してみると、本層に泥質物が存在してい

ることを除けば、両者は構成粒子の大きさ、種類等類似している。

このことから、本層はⅡc層堆積の終りごろ、砂丘砂が何らかの原因で押し

流され、局部的に堆積してできたものと思われる。

。Ⅲ層（吉色中砂層）

この地域の基盤をなす層で､0.5m程度の粒径のものが多いが、 1～2mmの粗砂

～細礫も目立つ。石英粒のほか、玄武岩、安山岩の岩石粒も多く全体的に暗青色

を示す。砂粒の円磨度は大きい。

皿中央区、十三湖中島、中央部地域基本層序図（第7図）

十三湖中島は、A地区、B、C地区、D地区、E地区によって、 その層序には、

若干の差違を認めることが可能である。

そのことは、D地区、C地区の基本層序図、および、中央区基本層序図を検討さ

れれば理解されることと思う。その意図でつぎに中央区における基本層序図を掲げ、

各セクション図の理解に役立てたいと思う。

第7図一］に示したとおり、中央区における基本層序はつぎのとおりである。
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○I層・砂丘で中砂が20～110cmの堆積ある。

○Ⅱ層・黒土層→20～50cmの堆積あり、均質でしまりがある。

○Ⅲ層・黒褐色細砂層→漸移層、 10～20cmの堆積あり、 Ⅱ～Ⅳ層の漸移層である。

○Ⅳ層・粗砂層→48～90cm、 まれに2mm程度の礫を含む、やや湿性がある。

○V層・灰白色中礫まじり粗砂層→80cm+、細～中礫で7～8mn℃)礫を含む。

以上の層序が基本層序である。特にI層とした砂丘砂の堆積は、南西岸において

厚い堆積を示している。
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〔Ⅳ〕出土遺構（第9 ・10図、 P.L23-19､P.L25~28)

・春の発掘調査においては、B地区、C地区を対象に実施したのであるが、出土遺

物や遺構は検出されなかった。

このB、C地区は､［Ⅲ〕－bで述べたとおり、低湿地部分で、基本層序で述べた

とおり、泥質黒土、青色粘土または榿色粘土とつづき、人間が生活を営む環境とし

ては不適であったと考えられる。 したがって遺物、遺構の出土はないのも納得でき

るところである。

・夏の調査においては､trl～6、西trl～6の各トレンチにおいては、出土遺物や

遺構は、やはり検出されず、砂丘は、東南岸に厚く、北西部は標高も低くうすいも

のであった。

［Ⅱ〕－1 ．－2で述べたとおり、Dxl ・D-11区におい柱穴と考えられるピット群

を検出した。

以下、 このピット群について述べることにする。

(a) Dx]検出のピット群（第2 ･ 3図、P.L25～27)

Dxlで検出したピット群は､全部で8こ検出した｡(第3図）

このうち､pit 5 ･ 6 ･ 7の3こは､昭和58年度（第一次発掘調査） 調査で検出

したものである。

今回の調査においては､pit 8 ． 9 ･ 10･11･ 12の5こである。

これらのpit5～12の柱穴状pitを確認面ごとに整理すると、つぎのとおりである。

（第Ⅱ層で確認）→pit 7 ． 9 ･10･12の4こを検出

（第Ⅳ層で確認）→pit 5 ． 6 ･ 8 ． 11の4こを検出

このように（第5図）に示した基本層序、第Ⅱ層（黒土層） と第Ⅳ層下端の灰状

物質層の二面に柱穴状ピットが検出される。

このことから、第一次調査で指摘したとおり、生活面が二面あったものと推察

される。

(b) D-,,検出のピット群（第10図、

D-11で検出したピットは、pit8 ・ 9

このうち､pit 8 ･ 9 ･10．11の4こは、

P.L23-19,P.L28-35～37)

10．11．12． 13．14の7こである。

昭和58年度（第一次発掘調査）の調査で
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検出したものである。

このD-11区で検出したRt8～14は、いずれも第Ⅱ層（黒土層→第5図）で検出

したものである。

(C) D_,,区検出の落込み遺構（第10図）

この遺構は、南側辺60cm、北側辺70cm、長辺1.2m、深さ約8cmと浅い長方形の落

込みである。

この落込みの北、東側には少量の炭化材の細片が認められたが、黒土は焼けた痕
j、 ：師 、半

跡は無い。

この(b)、(C)で述べた遺構は､いずれも第Ⅱ層（黒土層）で検出したものであっ

て、 Dxl区のpit群とあわせて考えたとき、第Ⅱ層、第Ⅳ層（灰状物質層）の二面

に生活面が所在したことは明らかである。

これらの遺構については、 さらに考察の項で再度述べたい。

師排睡
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[V]考察 （第2図）

(a)春の調査について(4月1日～6日）

既に述べたとおり、春の発掘調査は､(第2図） に示すB.C地区を対象とし

て実施したのであるが、 どの地区は、 B・M,=0.906m、B・M2-0.782mが

示すとおり低湿地である。

このことは、基本層序（第6図）が示すとおり、第Ⅱ層（Ⅱa層）は、榿色

粘土で水面下に堆積されたものであり、 また同Ⅱb層は、部分的に存在するが

泥質物を充てんしており環流のない水面下の堆積を示しているものと判断され

る。

さらに、第Ⅱ層（Ⅱc層）は、同Ⅱb層より古く、泥質物を除けばⅡb層に

類似するものである。

すなわち、 ⅡC層堆積の終末期に砂丘砂が何らかの原因で押し流されたのが

Ⅱb層であろうと考えられる。

したがって（第Ⅱ層）は、基本的には水面下の堆積層と考えられる。また、

第Ⅲ層は、 この地域の基盤をなす層である。

すなわち、 このB・C地区は過去においても生活面ではあり得ないと考えら

れる。

(b)夏の調査（第2 ･ 3 ･ 5 ． 9 ･ 10図)-(8月5日～16日）

夏の調査は、中央区を対象に発掘調査を実施したことは既述した。

この調査において、 trl～6，西trl～6においては遺物・遺構の出土はな

い。

DxlおよびD-11区において既述のような柱穴状ピット群を検出した。以下

このピット群について考察を加えてみる。

◎Dxl 、D-11区検出のピット群について、

さきに述べたとおり、Dx,において第Ⅱ層（黒土層） と第Ⅳ層（灰状物質層）

においてピット群を検出した、 またD-11区の第Ⅱ層(黒土層） においてもピット、

落込みを検出したのであるが、 この事実から、第Ⅱ層と第Ⅳ層に生活面があった

ものと考えられる。
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および第Ⅳ層（灰状物質層）上面における生活

かつ把握すべきであろうか、つぎに考えてみた

この第Ⅱ層上面における生活面、

面は、年代的にどのように理解し、

い○

◎本遺跡は、昭和28年度に早稲田大学の桜井清彦氏が豊島勝蔵氏とともに調査され、

考古学雑誌40巻1号に発表紹介された遺跡である。

それによれば、第12図に掲示した模式図の（アーキ）は、漆黒土層中より出土

したと言われている。これらの土師器は、桜井氏によって提唱された「東北北部

の土師器型式」第一型式とされるものである。

◎また、本遺跡の第一次発掘調査においてD-10区(第2図参照）の第Ⅱ層（黒土層）

より出土した第2図①．②の土器は、筆者は擦文土器としたのであるが、異論が

多いようである。

（アーキ） とした土師器は「東北北部の土師器型式第一型式のものであり、 そ

の年代は、

桜井清彦氏は、 7世紀後半～8世紀前半とされ、杉原荘介氏は、晩期Iとして

八世紀、ほぼ奈良時代とされているところである。

桜井氏の報告書（考古学雑誌40巻1号） によると、調査された時点では破片の

みの出土ときくが漆黒士層より （アーキ）が出土したと言う。

この漆黒土層が、第一次、第二次調査で筆者等が「基本層序図」に示した第Ⅱ

層に相当する可能性が強い。

また、第12図①．②に示した2個体の土器は、筆者は擦文土器としたが、土師

器とすべきである。の意見も多く、(アーキ） とは極めて器形・手法において類似

しているものである｡(筆者が擦文土器としたのは、北方文化圏の考えに基づく｡）

したがって年代的にも両者は同年代と考えてよいのであろう。また、①．②に

類似するもので、青森県「沢田B」出土の擦文土器は、

「擦文土器編年表」→日本考古学辞典によると前期に位置づけられている。そ

して擦文土器の成立が8世紀代後半ないし末と考えているとの意見もある。

以上のことから、第12図に示した（アーキ)、 （①・⑳は、その年代を8世紀

後半に推定することができよう。

◎ここで注目すべきは、 これらの土器が出土した第Ⅱ層には、既述のとおり、Dxl
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区、およびD-11区において柱穴群力§検出されたことである。

第Ⅱ層から出士した土器を8世紀代とすれば、検出されたこれらの柱穴群は、

やはり8世紀代のものと考えるのが自然であろう。

◎また、既述したとおり、Dxl区においては、

第Ⅳ層下位の灰状物質層において、やはり柱穴群が検出されている。これらの

柱穴群は、明らかに第Ⅱ層検出のものよりは古いことは確実である。

この第Ⅳ層下位からは、土器等の遺物の出土が無いので、年代的考察は不能で

ある。また他の発掘区には存在しない「灰状物質層」はどのような性格のものか

も目下のところ不明である。

それ力寸解明できれば第Ⅱ層下位の生活面も明らかになるものと考える。

また、第Ⅱ層の柱穴群、第Ⅳ層下位の柱穴群とも柱列の対応関係も今回の調査

では未だ不明の点が多く今後に残された問題である。

いずれにしろ、D-10，D-11、Dxl区を含む一帯には、 さらに遺物、遺構が所

在する可能性が高い。それ故第2図に示すとおり、実線・点線で囲んだ地域は今

後とも要注意の地区と考えられるところである。

さらに付言すれば､(第2図参照)A、B・C地区、および中央区、D地区を含

めて、D_,0D_,, 、 D－， 、X-2Dxl区では、第一次、第二次調査において、遺

物や遺構の検出された地区である。

他のトレンチやグリットでは、一切検出はない。地質の観察から見ても、中島

の北西部、北東部は低湿地であって、遺跡は、南岸の高地に集中するもののよう

である。おそらく安東一旅の遺跡は、 この南岸に集中するものと考えることがで

きよう。 （新谷記）
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